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１．活動の趣旨 

 本校校区には、清流千歳川が流れ、住宅街でありながら豊かな自然も存在している。ま

た、学校の近隣に大きな公園を持つなど、自然についてのＥＳＤを学ぶのに適した場所も

ある。これらを活用し、環境と自分たちの生活のかかわりについて理解を深めさせること

ができる。本校では、ユネスコスクールの活動を通して、自然にかかわる体験を通した

“自然環境・生態系保全”の心の育成を図っていく。 

 

２．活動・全体計画 



３．活動事例 

 ①カヌー学習：３年生以上が行う活動であり、パラリンピックカヌー日本代表元監督の 

鳥畑氏（校区に在住）をお招きして、毎年行っている。「カヌー学習」

という名称でカヌーにも乗るが、目的は「自然の怖さや水の力を知り、

準備をして付き合うこと」を体験することである。 

 左の写真は、ライフ

ジャケットを着用した

５～６年生の児童が千

歳川で流され、それを

保護者が川岸からロー

プで救助する練習であ

る。また、３～４年生  

は、同様の活動をプール内で行っている(右の写真)。一方、職員への研修も事前に行

い、こちらは毎年千歳川で実施している。 

 ②アイヌ文化学習：本校の総合的な学習の中心教材である。アイヌの遊びから始まり、

サケに対するアイヌの人々の思いや知恵を学ぶ。他の生き物の命を

いただくことの意味について考えられる児童を育てて行きたい。 

左の写真は「マレク漁」というアイヌの漁法を体験している様子

である。このあとサケを解体し、「チェプオハウ」という汁物の

料理にして食べるまでの一連の流れが学習となる。 

学習を通して、アイヌ文化が物や命を大切にし、無駄にしない

思想が随所に見える。そしてそれは、自然や地球を壊さず、人間

もその一部となって生きながらえていくＥＳＤの一つの答えとも 

いえる。児童には、そのすばらしさに気づいてもらいたい。 

 

４．成果と課題 

学習を通して、未来を生きる子どもたち自身に、自然環境の中で生活していることや生

物多様性について関心や理解が深まっているととらえている。写真や映像ではわからない

ダイナミックな体験ができているのは、地域にそのような環境があり、機会を与えてくだ

さるおかげで、とてもありがたいことだと思う。 

一方、環境保全のため自分たちでできることを考え実行するなど、持続可能な社会を作

ろうとする態度の育成については、リサイクルの活動などを行っているものの、本校の学

習においては実施が少なく、今後の課題となる。 

 また、国際理解等の実践など、幅を広げることも今後の課題ではあるが、自然や生命へ

の敬意、そしてアイヌ文化の考えを基に思考できる児童が育てばＥＳＤにつながるのでは

ないかと考えている。 
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